
日
田
の
八
幡
神
社

の
初
見
は
、
天
武
朝
に
靭
負

郷
岩
松
峰

（
日
田
市
天
瀬

町
金
場

の
北
）
に
宇
佐

の
鷹
居
社
に
い
ま
す
神
、

つ
ま
り
八
幡
神
を
名
乗

る
神
が
現
れ
、
社
を
建
て
て
祀

っ
た
と
伝
え

る
。

こ
の
岩
松
峰

の
伝
承
地
に
は
、
後
述
す
る
鞍
形
尾

神
社
が
あ
る
。
そ
の
後
、
平
安
時
代
の
延
喜
年
間

に
日
田
郡
司
大
蔵
永
弘
に
よ

っ
て
、
元
大
原
神
社

に
遷
座
し
た
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
に
入

っ
て
元

和
十
年

（

一
六
二
四
）

日
田
永
山
城
主
石
川
主
殿

守
忠
総
に
よ
り
、
現
在

の
位
置
に
遷
座
し
た
。

現
境
内
に
あ
る
建
物

の
う
ち
、
最
古

の
建
物

で

あ
る
楼
門
は
貞
享
四
年

（

一
六
八
七
）

の
築
造
で

大原神社

夢
先
群
雀
破
。
心
逐
濁
鴻
電
。

淡
日
霧
中
影
。
新
灘
風
外
声
。

同
行
人
未
到
。
据
石
且
詩
成
。

予
、
伯

父
母

二
陪

シ
テ
出
遊

ス
ル

コ
ト
、
此
時

二
終

レ
リ
。

あ
る
。
ま
た
拝
殿
・

幣
殿
・

本
殿
は
寛
政
六
年

（

一
七
九
四
）
の
築
造
と

い
わ
れ
る
。

い
ず
れ
も
市
指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

大
原
八
幡
宮
で
は
仲
秋
祭

（
放
生
会
）
（
九
月
二

一
日
～

二
五
日
）
、
米
占
祭

■（
三
月

一
五
日
）
な
ど
多
く

の
祭
礼
が
あ
る
が
、
と
り
わ
け
仲
秋
祭

（
放
生
会
）
は
、
永
く
市

民
に
親
し
ま
れ
た
祭
り
で
あ
る
。
本
稿
冒
頭
で
見
た
よ
う
に
淡
窓
も
幼
少
の
こ
ろ
か
ら
、

こ
の
神
社
に
参
り
ま
た
遊
ん
だ
。

大
原
神
社
に
対
す
る
尊
崇
は
、
康
瀬
家
・
淡
窓
と
も
格
別
に
深

い
も

の
で
あ

つ
た
。『
懐

旧
楼
筆
記
』
に
も
繰
り
返
し
参
詣
等
の
記
事
が
見
え
る
。

放
学
と
遊
山

大
原
神
宮
境
内
と
そ
の
周
辺
は
、
豊
か
な
自
然
に

い
だ
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、

ま
ず
は
廣
瀬
家
・
威
宜
園
の
格
好
の
放
学
・
遊
山
の
場
と
な

つ
た
。

・

文
政
四
年

（

一
八
二

一
）

九

月
晦

日
。
伯

父
、
伯

母
、
先
考

二
陪

シ
テ
山

二
遊

ヘ
リ
。

門
生
従

フ

モ
ノ
廿
九

人
。

凡
男

女
合

セ
テ

四
十
人

ニ
ア

マ
レ
リ
。

大

原

ヨ
リ
本
宮

二
至
り
、

叉
、
金

毘

羅

ノ
社

二
返

リ
テ
行
厨

ヲ
開
ケ

リ
。

予
家

ヲ
出
ズ

ル
時

、
詩

ア
リ
。

日

ハ
ク
。

昨
雨
誤
遊
子
。
今
朝
欣
快
晴
。

・

天
保
三
年

（

一
八
三

二
）

三

月

十
七

日
。

門

生

ヨ
リ
大

原

山

二
於

テ
、

余
及
謙
吉
ヲ
饗

ス
。

廻
廊

二
宴
ヲ
開
ケ
テ
仲

平
、
久
市
ヲ
伴
ウ
テ
同

シ
ク
往
ケ
リ
。
諸
生

会

ス
ル
者

、
七
十

人
余

ナ
リ
。

・

天
保
七
年

（

一
八
三
六
）

正
月

二
十

四
日
。
妻

、
謙
吉

卜
共

二
魚

町

ヨ

リ

ノ
請

二
因

ツ
テ
、
往

イ
テ
大

原
山

二
遊

フ
。

予
、
謙
吉
卜
先
往
イ
テ
、
金
毘
羅
ノ
嗣

二
謁

シ
、
帰

り
来

ツ
テ
大
原

廻
廊

二
宴

ヲ
開

ケ
リ
。

同
座

ス
ル
者
数
十
人
ナ
リ
。
此
時
、
吉
井
ノ

従
母
、
密
乗
、
禰
六
夫
婦
、
皆
先
批
ノ
祭
リ

ニ
ヨ

ツ

テ

魚

町

二
留

マ
レ
リ

。

コ
レ

ヲ

以

テ

客
ト

ス
。
併
セ
テ
中
村
海
蔵

ノ
妻
ヲ
招
ケ
リ
。

な
ど
、
淡
窓
、
廣
瀬
家

の
人

々
、
そ
し
て
大
勢

の

塾
生
が
、
大
原
神
社
か
ら
、
そ
の
背
後
に
あ
る
金

毘
羅
社
、
さ
ら
に
元
大
原
神
社
に
詣
で
、
こ
の
間

に

「
行
厨

」
を
開

い
た

の
で
あ

る
。

大原金比羅神社

1 5

金
比
羅
神
社
と
元
大
原
神
社

（
図

1
・

23
、
26
）

淡
窓
師
弟
が
大
原
神
社
か
ら
足
を
延
ば
し
た
金

毘
羅
社
は
、
大
原
神
社
本
殿
か
ら
尾
根
伝

い
に
参

道
を
あ
る
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
今
も
大
原
神
社

に
参
詣
し
た
人
の
多
く
が
足
を
運
ぶ
と
こ
ろ
で
あ

元大原神社


